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	スプライソソームの中心的な構成要素であり、プレmRNAの5'および3'エクソンをライゲーションのために整列させる役割を果たすと考えられる。U5 snRNA、BスプライソソームのプレmRNAの5'スプライス部位、およびCスプライソソームの3'スプライス部位と相互作用する。プレmRNAスプライシングにおいて、プレ触媒、触媒、およびポスト触媒スプライセオソーム複合体の中核構成要素として役割を果たします。これらの複合体は、主要なU2型スプライセオソームとマイナーなU12型スプライセオソームの両方に存在します（PubMed:10411133, PubMed:11971955, PubMed:28502770, PubMed:28781166, PubMed:28076346, PubMed:29361316, PubMed:30315277, PubMed:29360106, PubMed:29301961, PubMed:30728453, PubMed:30705154）。スプライセオソームタンパク質とsnRNAの秩序だった集合を媒介する足場として機能します。スプライソソームの構成要素であるU4/U6-U5トリ-snRNP複合体の組み立てに必須。スプライソソームU2、U5、U6 snRNAをpre-mRNA基質上のスプライス部位に配置する足場として機能し、スプライシングが起こりやすくする。5'スプライス部位と3'スプライス部位の両方と相互作用する。
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	293T 細胞溶解物中の PRPF8 発現のウエスタン ブロット分析。

